
 
 
 
 
 
 

 

おりお未来２１協議会「折尾まちづくりビジョン」を北九州市に提言 

 
 平成１８年４月に発足した「おりお未来２１協議会」は、１９年度に４つの専門部会に

分かれて「折尾まちづくりビジョン」を検討してきました。 
そして今年３月の４部会合同報告会と６月２４日の総会の審議を経て、２７日に北九州

市に同ビジョンが提言されました。このなかで、まちづくりの方向性として「折尾地区が

目指すもの」を以下の「４つの柱」で表現しています。 
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人が主役、やさしさいっぱいのまち 

新たに生まれ変わる折尾のまちは、住む人・訪れる人、学生など、まちに関わる

すべての人にとって魅力的で、安心して活き活きと活動できるまちを目指します。

         ≪ 便利で魅力的な商業でにぎわうまち ≫ 
 折尾に住む人にとって便利な商業施設だけでなく、他の地域の人にとっても

魅力的な店舗が立地し、遠くからも人が集まる商業地を目指します。 
          ≪ 折尾らしさを感じる美しいまち ≫ 
 住む人が誇りを感じ、訪れる人が感動するような美しいまちを目指すと共に、

地域の自然や歴史を活かし、折尾らしさの感じられる景観づくりを進めます。 
          ≪ だれもが活動しやすいまち ≫ 
 年齢・性別・国籍・障がいにかかわらず、まちに関わるすべての人々が、安全で

快適な環境で自分らしく活動できる、ユニバーサルデザインに配慮した共生のまち

を目指します。（ユニバーサルデザイン・・・だれにでも使いやすい設計） 
           ≪ 豊かな生活ができるまち ≫ 
 多様な都市機能が集積し、大学や先人の智恵を活かした助け合いにより、

豊かな生活や様々な文化活動を行うことのできるまちを目指します。 

おりお未来２１協議会の今年度の事業計画として次の２つが上げられています。 
１． 折尾地区まちづくりについての調査、研究、学習活動（先進都市の視察、研修会、

広報活動など） 
２． 折尾地区のまちづくりについての検討（専門部会による検討、駅舎の保全･活用） 

さらに総会時の質疑で、おりお未来 21協議会の今後の検討課題としては、北九州市
の事業計画の枠内に限定する必要はないとの認識が確認されました。  
(折尾まちづくりビジョンのうち「提言」の全文は P2、P3に掲載しています。)    
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